
2019年8月18日（日）

企画部企画政策課

次期総合計画策定に伴う講演会

「こころ豊かに暮らす」ための考え方と実践方法

2020年 1月11日（土）



１ あいさつ 13:00～13:05

２ 基本構想案の提案 13:05～13:35

～休憩～ 13:35～13:40

３ 前野教授による講演 13:40～15:00

～休憩～ 15:00～15:10

４ ワークショップ 15:10～16:00

本日のスケジュール



2020年1月11日

基本構想
～20年後の寒川町に向けたビジョン～



総合計画策定にあたり

総合計画
＝ 寒川町の最上位の計画。

まちの将来の姿やまちづくりの方向性
を示したもの。

総合計画とは

地域づくり

産業
雇用創出

省エネ
環境

障がい
福祉

災害
対策

子育て

教育
生涯学習

インフラ
整備

健康
長寿

地域
コミュニティ



総合計画の構成

20年間【令和3年度～令和22年度】

４年ごとに策定

3～6
年度

基本構想

実施計画 7～10
年度

11～14
年度

15～18
年度

19～22
年度

総合計画策定にあたり

20年後の「まちの将来像」を明らかにし、

町民の皆さんと町が協力して、

住んでよかったといえる、活力と豊かさのある

町にするための20年後のビジョンのことです。
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まちの将来像

7

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

共
通
の
理
念
を
基
に

総合計画策定にあたり

基本目標

まちのめざす将来像
を達成するために
効果的な基本目標を
位置付ける

政策

基本目標を達成す
るために効果的な
政策を位置付ける

基本構想とは



基本構想（案）

～まちづくりの理念～
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まちの将来像ま
ち
づ
く
り
の
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念

共
通
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を
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に

基本目標

まちの目指す将来像を
達成するために
効果的な基本目標を位
置付ける

政策

基本目標を達成するた
めに効果的な政策を位
置付ける



基本構想（案）の提案 まちづくりの理念

総合計画のまちづくりの理念

「町民と町が協働するまちづくり」
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自治基本条例の自治の基本理念

「町民と町が協働するまちづくり」

まちの将来像の実現に向けて、町民と町が目指す

「自治の基本理念」に基づき、町民と町の相互補

完と協力によってまちづくりを進めていくことを

「まちづくりの理念」とします。

なぜなら



基本構想（案）の提案

～まちの将来像～
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まちの将来像ま
ち
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基本目標

まちの目指す将来像を
達成するために
効果的な基本目標を位
置付ける

政策

基本目標を達成するた
めに効果的な政策を位
置付ける



基本構想（案）の提案 まちの将来像

まちの将来像

（仮）「つながる力で 新化するまち」
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（仮）つながる力 で 新化するまち

まちの将来像の示すもの

つながる力

①心のつながりによる幸せの連鎖

②多様な人・組織・モノのつながりを

活用した魅力的な施策の連鎖

③町職員同士や、所属部課間のつながり

による効率的・効果的な行政運営

新化するまち

◆心豊かな暮らしができる町となるため

に、つながる場や機会を構築する。

◆人口減少という新しい時代に対応する

ために、持続可能な新たなまちづくり

を行う。

◆創造性、生産性の高い自治体

それぞれのキーワードの示す意味

つながる力【手段】

（寒川町の町民性、町民の望む町）

新化するまち【目標】

（理想とする状態、幸福度の高い状態）

原動力
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基本構想（案）の提案 まちの将来像



まちの将来像のスローガン（仮）をどうやって導き出したか

step2
寒川町を取り巻く
20年後の課題

かける

step3
町民の望む

将来のさむかわ

step1
町の方向性

かける

step０ まちの将来像の策定にあたっての考え方

3つのstepを踏まえて

まちの将来像を検討する

13



step2
寒川町を取り巻く
20年後の課題

かける

step3
町民の望む

将来のさむかわ

step1
町の方向性

かける

まちの将来像の策定にあたっての考え方
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まずは
step1



町のブランド ～スローガン～

Step1 町の方向性

15

いい町と認識してもらい、移住定住を促進するためにブランディ

ングによるまちづくりを行っています。



独自の価値 ＝ ブランド化 ≠ 東京価値になること

価値の基準で生きると次々欲望が出て、いつまでも満たされな
い。ステータス・バリューの考え方でなく、

マインド・バリューを大切にするのが、
寒川町のブランド

いにしえから続いてきた町民気質
「人間本来の生き方を大切にする」

「優しく温厚な町民同士のこころのつながりを大切にする」
「これにより、町民のこころが満たされ、幸せ感が高まる」

誰でも「いい所ですね」、「カッコイイ」と言われたい。
しかし「東京価値」になることが本当に幸せでしょうか？

Step1 町の方向性

寒川町のブランド（寒川町のブランドの伝えたいこと ）

「移住者・定住者の増」

町のプレゼンス向上
「町の存在価値」

寒川町のブランド
「町の魅力と認知度の向上」

「町民の幸せと誇り」

町民間のこころのつながり
町民の喜びにつながる施策

ブランド施策・町民コミュニケーション

【ブランディングと移住定住の概念】
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こころ豊かなまちづくりをするためには、町民の幸せは何かを知る必要があり

ます。そこで、統計学に基づく幸福学の観点からも検討することとしました。

幸福学の観点から見たまちづくりについて

Step1 町の方向性
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やってみよう！

ありがとう！

なんとかなる！

ありのままに！

寒川町民平均と全国平均の比較

寒川平均

全国平均

やってみよう！

全国平均と比較して寒川町民の

幸福度は特に「やってみよう」

因子の差が大きい

Step1 町の方向性

幸福度について（アンケート調査結果の全国平均比較）

幸福度の向上（住民福祉の向上）を図るためには、「やってみよう」

因子を引き上げていくことが効果的であると言えます。
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寒川町の町民性の傾向として、ゆるやかな「ひとのつながり」を持つ人

ほど、幸福度が高く、特にやってみよう因子が高くなる傾向がある。

幸福度について（アンケート調査結果から見る寒川町民の特性）
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ご近所付合による幸福度の比較
日常的に付き合いがある あいさつ程度 特にない

ご近所付き合い ＝ ゆるやかな人とのつながり

このグラフから分かること（寒川の町民性）

・人とのつながりのある人の方が全体的な幸福度

が高い傾向にある。

・特に「やってみよう因子」で大きな差が出て

いる。

※設問

1～5：人生満足度の質問

6～9：やってみよう因子(自己実現と成長の因子)

10～13：ありがとう因子(つながりと感謝の因子)

14～17：なんとかなる因子(まえむきと楽観の因子)

18～21：ありのままに因子(独立とマイペースの因子)
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Step1 町の方向性



step2
寒川町を取り巻く
20年後の課題

かける

step3
町民の望む

将来のさむかわ

step1
町の方向性

かける

まちの将来像の策定にあたっての考え方

20

次は
step2



Step２ 変化を読む ～このままでは20年後の寒川町ってどうなるの？

(2)町の裁量で使えるお金が減少！！

20年後の寒川町

(3)老朽化した公共施設が

更新できない！！

(4)子どもの成長過程での
多様性・社会性の低下！！

(1)人口減少、

少子高齢化

21(1)により(2)～(4)の影響が出る



Step２ 変化を読む ～このままでは20年後の寒川町ってどうなるの？

(1)人口減少、少子高齢化

5000人以上減少

参考：寒川町人口ビジョン

人口減少率ピーク！！

初めての人口減少！！
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Step２ 変化を読む ～このままでは20年後の寒川町ってどうなるの？

参考：寒川町人口ビジョン
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2019年 2040年

人口構成

老年人口 生産年齢人口 年少人口

子ども 約1500人 減少

働き世代 約5300人 減少

高齢者 約1700人 増加

高齢者だけが増え、他は減る！！

労働人口の減少幅のピーク！！(1)人口減少、少子高齢化
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Step２ 変化を読む ～このままでは20年後の寒川町ってどうなるの？

参考：寒川町人口ビジョン

2020年 2040年

1人の高齢者を支える

働き世代 2.1人 1.5人

1980年

働き世代7.4人

2000年

働き世代3.9人

働き世代1人当たりの

負担額 約3万2千円 約4万円
（高齢者福祉費）

支えられる人口が下回る！！(1)人口減少、少子高齢化

（高齢者を支える働き世代）
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約１０億３千万

約４億３千万
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1,200,000,000

2020年 2040年

町の裁量で使えるお金

Step２ 変化を読む ～20年後の寒川町ってどうなるの？

(2)町の裁量で使えるお金が減少！！

参考：寒川町人口ビジョン

約６割減少

町の裁量で使えるお金とは、町税から

義務的経費（人件費、借金、扶助費）を引いた額
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Step２ 変化を読む ～このままでは20年後の寒川町ってどうなるの？

(3)老朽化した公共施設が更新できない！！

（老朽化して危険な公共施設を全て更新した場合）

-10,000,000 

-5,000,000 

0 

5,000,000 

10,000,000 

15,000,000 

20,000,000 

25,000,000 

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

歳入計 義務的経費

インフラ資産設備更新額 事業用資産設備（＝建築物）更新額

差引残高

寒川町の公共施設更新に係る財政シミュレーション

寒川町公共施設等総合管理計画（H29年3月）より引用

2033年に資金不足に。
2040年に25億円が不足する！！
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Step２ 変化を読む ～このままでは20年後の寒川町ってどうなるの？

成長過程における多様性・社会性が

失われる恐れ！

町民性（心優しさ、心のつながり）

の喪失

(4)子どもの成長過程での多様性・社会性の低下！！

学級数の推計 R2(2019)年4月 R22(2040年） 減少率 R32(2050年）

寒川小学校 18 14 -22.2% 12

一之宮小学校 12 6 -50.0% 6

旭小学校 21 18 -14.3% 18

小谷小学校 15 12 -20.0% 12

南小学校 18 12 -33.3% 12

計 84 62 -26.2% 60

寒川中学校 9 6 -33.3% 6

旭が丘中学校 16 13 -18.8% 12

寒川東中学校 12 9 -25.0% 9

計 37 28 -24.3% 27

総計 121 90 -25.6% 87

寒川町公共施設再編計画（第１案）より引用

文部科学省「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引き」より

学級数の減少

クラス替えができず
人間関係が固定化

社会性やコミュニケーショ
ン能力が身に付きくい

多様なものの見方や考え
方に触れることが難しい

教育環境
への影響
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Step２ 変化を読む ～このままでは20年後の寒川町ってどうなるの？

町の裁量で使えるお金が減少！！20年後の寒川町

公共施設が更新できない！！

子どもの成長過程での
多様性・社会性の低下！！

人口減少、労働人口減少のピーク

高齢者１人を約1.5人で支える

約１０億３千万

約４億３千万
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1,000,000,000

1,200,000,000

2020年 2040年

約６割減少

2033年には、資金不足に。
2040年には、25億円が不足する！！

クラス替えができず人間関係が固定化
多様なものの見方や考え方に触れることが難しい
社会性やコミュニケーション能力が身に付きにくい
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２０年後を見据えた総合計画策定の考え方

行政活動の最も重要な目的は「住民福祉の増進」です。

現在の寒川町は様々な課題に直面していますが、その中にあって住

民の心豊かな暮らしを保障するためには、持続可能な行財政運営を

確保しなければなりません。

そのために、現在、一番に取り組むべき課題は「急激な人口減少・

少子高齢化」への対応です。

基本的な人口構造を国とほぼ同じくする寒川町にあっては、2040年

頃において多様かつ急激な変化が予想されます。

そこで、令和3年度以降を計画期間とする総合計画においては、この

大きな課題に対応しつつ、20年後においても町民が寒川町において

「心豊かに暮らしている」状態を目標として計画を策定します。

Step２ 変化を読む ～このままでは20年後の寒川町ってどうなるの？
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step2
寒川町を取り巻く
20年後の課題

かける

step3
町民の望む

将来のさむかわ

step1
町の方向性

かける

まちの将来像の策定にあたっての考え方

30

次は
step3



町民ワークショップ
講演会と9回のワークショップを実施
のべ178名の方が参加

Step３ 将来を語り合う ～町民が望む将来の寒川～

【開催経過】
８月１８日：①幸福学に関する講演会（キックオフ）
８月３１日：②全体ワークショップ
９月２３日：分野別ワークショップ

③景観・環境
④健康・子育て・高齢・障がい

９月２８日：分野別ワークショップ
⑤防災・防犯・交通安全
⑥教育・スポーツ・生涯学習/文化
⑦商工業・農業・観光

１０月２２日：地区別ワークショップ
⑧北部（倉見、小動、小谷、大蔵）
⑨中部（宮山、岡田）
⑩南部（田端、一之宮、大曲、中瀬）
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人がつながるきっかけ

居場所づくり

世代間、地域を超えた交流の盛んなまち外国から移住した方も含めて多様な交流ができているまち

自分らしく生きている人と出会える町何となく出てきて居られる場がある 立寄る場所が多いまち

新しい人も若い人も入れるコミュニティ誰でもいていい場所自然と助け合いが連鎖する場所

ワークショップのようなイベントが多い町地域やみんなが協力して楽しく過ごせるまち

寒川の生き生きと明るい人のつながり 音楽にあふれるまちづくり対話するきっかけが欲しい。

Step３ 将来を語り合う ～町民が望む将来の寒川～

ワークショップで分かったこと

にぎわいのある

まち

人のあたたかさを

感じるまち

落ち着いたくらしが

できるまち

人があふれるまちお互いを気づかうまち 地域やみんなが協力して楽しく過ごせるまち

ご近所で助けあえる（防災体制） 寒川町のいいところ みんなが知り合い挨拶が行きかう町

すでに人のあたたかさを感じている町民が町民にやさしい町 世代を超えて助け合える町

自然あふれる快適なまち都会的でなく、癒しになるようなまち自然にふれあえるまち

「高座」のこころ。が感じられるようなまち木、花を増やす 緑が多い寒川町

富士山の姿をもっと身近に感じられるまち スーパーなどでも地元の野菜が買えるまち

神社と川を活用したまちづくり子どもたちが安心して川遊びをできるまち

様々な遊びができる空間が保持されている 知恵のまちさむかわ（高齢者活用）

思い切り遊べる場所があるさむかわ町中がいろんな声であふれているまち

チャレンジできるまち 全世代が活動しやすいまち イベントが充実しているまち

傾向として「人のつながり」「あたたかさ」、暮らしに関しては「落ち着き」「に

ぎわい」を感じられる暮らしがしたい方が多いということが分かりました。
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step2
寒川町を取り巻く
20年後の課題

かける

step3
町民の望む

将来のさむかわ

step1
町の方向性

かける

Step４ 未来を描く ～まちの将来像～

あたたかく穏やかな町民性

心のつながりを大切にしてきた

つながりが多い人ほど幸福度が高い

まちの将来像の策定にあたっての考え方

町（町民）の本質

人口減少社会による課題の克服

落ち着きとにぎわいのある暮らし

つながりとあたたかさを感じるまち

町の目指す方向キーワード

つながる力で新化するまち

33

町民の求めている「つながり」（絆）を作るだけでなく、それを力にして人口減少社会による

大きな課題を乗り越え、共にこころ豊かな（住民福祉の向上）まちを実現するために、新化していく。



基本構想（案）の提案

～基本目標と政策～

34
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成するために
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まちの将来像の実現（課題克服）に向け、「基本目標１」の「人」が大きな原動力とな

り、そのための環境整備を「基本目標2・3」が担い、それを支えるまちづくりを「基

本目標4・５」が行う。それらの活動の基盤を「基本目標6」で作り上げる。

「ひと」の力 ＝ まちづくりの原動力(新たなつながりの創出）

まちの将来像の実現／課題の克服

「ひと」の活躍を

支える環境づくり

まちづくりの

原動力（ひと）づくり

「ひと」の活動を

支えるまちづくり

まちづくりの

基盤づくり

基本目標１

人づくりの推進

基本目標２

健康寿命の延伸と

福祉の充実

基本目標３

生活環境の整備

基本目標４

安全・安心の充実

基本目標５

都市基盤の整備

基本目標6 まちづくりのための基盤づくり

体系上の役割

まちの将来像実現に

向けたまちづくりの方向性
ま
ち
づ
く
り
の
理
念

町
民
と
町
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

35

基本構想（案）の提案 基本目標と政策



ま
ち
の
将
来
像
（
つ
な
が
る
力
で
新
化
す
る
ま
ち
）
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まちづくりの原動力となる
ひとづくり

１

生涯にわたって
自分らしく暮らせる
まちづくり

２

こころ穏やかに暮らせる
まちづくり３

安全・安心に暮らせる
まちづくり４

時代に最適化した
にぎわいのある
まちづくり

５

まちづくりのための
基盤づくり

６

(1) 子育ち・子育て・教育の推進

(2) 生涯を通じた学びと自己実現の促進

(1) 健康寿命の延伸

(2) 福祉の充実

(1) 安全・安心の充実

(2) 住環境の整備

(1) 自然環境の保全

(1) 都市インフラの最適化

(2) 市街地の整備

(3) 産業基盤の整備

(3) 行政の健全性の確保

(2) 持続的かつ健全な行財政運営

6つの基本目標 １３の政策

(1) つながる力の促進

基本構想（案）の提案 基本目標と政策
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政策１（第１節）「子育ち・子育て・教育の推進」
寒川町の子どもたち一人ひとりが、心身ともに健やかに成長し、生きる力と寒川
町の特徴である心豊かな人間性を備えて生涯にわたり活躍できるよう、地域社会全
体で子どもの成長と子育てを支える環境を整えるとともに、創意あふれる教育の振
興を進めていきます。

基本目標１（第１章）
「まちづくりの原動力となるひとづくり」（ひとづくりの推進）
まちづくりにおいて最も重要な「ひと」づくりを進めます。

政策２（第２節）「生涯を通じた学びと自己実現の促進」
町民のだれもがいつでも自由に学びあい、教えあうことによって、個性や能力を伸
ばしていく生涯学習の環境を充実させていくとともに、寒川町の「優しさ」や「あ
たたかさ」を生み出してきた町固有の歴史や文化、伝統を守り、後世に伝えていく
とともに、将来の寒川町に向かっていく新たな文化の創造をめざしていきます。

基本構想（案）の提案 基本目標と政策
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政策１（第１節）「健康寿命の延伸」
町民の健康寿命の延伸に資する取り組みを進めるほか、医療、保健・予防体制の
充実と高齢者の生きがいづくり、そして町民自身の健康づくりに対する意欲を高め
るなど、心身の健康づくりを進めます。

基本目標２（第２章）
「生涯にわたって自分らしく暮らせるまちづくり」

（健康寿命の延伸と福祉の推進）
見込まれる急激な社会環境の変化に対応しつつすべての町民が自分らしく暮らしていけ
る心豊かなまちづくりを進めていくための原動力を創出します。

政策２（第２節）「福祉の充実」
思いやりや助け合いといった人のつながりによる地域福祉を推進していくとともに、
福祉と保健・医療の連携を図り、地域社会全体での総合的な福祉の充実に努めます。

基本構想（案）の提案 基本目標と政策
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政策１（第１節）「自然環境の保全」
寒川町特有の川や自然環境の保全と活用、心のやすらぎと交流の場となる公園や緑

地等の活用、また、次世代に良好な環境を継承していくため地球環境にも配慮したま
ちづくりを進めます。

基本目標３（第３章）
「こころ穏やかに暮らせるまちづくり」（生活環境の整備）
寒川町の「ひと」がこころ穏やかに暮らし、明日への活力を得るための環境整備を進め
ます。

政策２（第２節）「住環境の整備」
地域における環境美化の推進や廃棄物の減量化、資源の有効活用を進めるとともに、
今後の急激な社会環境の変化により見込まれる空き家の増加など、都市のスポンジ化へ
の対応も見据えながら、景観や快適性に配慮したまちづくりを進めます。

基本構想（案）の提案 基本目標と政策
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政策１（第１節）「安全・安心の充実」
公助の取り組みだけでなく、地域における自助、共助の精神をはぐくみ、人のつな

がりによる防災、防犯体制の推進に努めるとともに、今後見込まれる急激な高齢化、
人口減少による消防・救急需要の増加に対応するための体制整備を行いすべての町民
が安心して暮らせるまちづくりを進めます。

基本目標４（第４章）
「安全・安心に暮らせるまちづくり」（安全・安心の充実）
町民の心豊かな暮らしを保障するための安全・安心のまちづくりを進めます。

基本構想（案）の提案 基本目標と政策



41

政策１（第１節）「都市インフラの最適化」
町民の生活利便性等の向上や産業の活性化のために、町内外のつながりを生み出す

公共交通や幹線道路等の整備を促進しつつ、持続可能性を重視した道路・橋りょうや
下水道等の維持更新を効率よく進めていきます。

基本目標５（第５章）
「時代に最適化したにぎわいのまちづくり」（都市基盤の整備）
急激に変化する社会経済環境の中で最適化を図りながらにぎわいを創出するまちづくり
を進めます。

政策２（第２節）「市街地の整備」
田端西地区のまちづくりの整備や、ツインシティ倉見地区の新たな可能性を創造する
市街地の整備など、町内はもとより町外とつながることで新たな可能性を生み出し、に
ぎわいと魅力を創出できる市街地の整備を進めます。

政策３（第３節）「産業基盤の整備」
町外との交通利便性を生かした産業基盤の整備と、地域の中ではぐくまれてきたにぎ
わいと町を支える商工業、地域の特性を生かした農業の振興を図ります。また、寒川町
固有の歴史と文化や新たな地域資源を生かし、町内外のつながりを生み出す観光の振興
を図ります。

基本構想（案）の提案 基本目標と政策
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政策１（第１節）「つながる力の促進」
地域における新たなコミュニティの創出や、町民と行政、そのほか多様な「ひと」や

「もの」との連携・協働によるまちづくりを推進することにより、つながる力を育んで
いきます。

基本目標６（第６章）
「まちづくりのための基盤づくり」（まちづくり基盤の整備）
まちづくりの基盤となる「ひと」のつながりの創出や持続的かつ健全な行財政運営を推
進します。

政策２（第２節）「持続的かつ健全な行財政運営」
今後、見込まれる急激な社会環境の変化に対応し、まちづくりを効果的・効率的に行
うためには、その基盤となる組織づくりを行いながら、持続的かつ健全な行財政運営の
推進を図って行く必要があります。

政策３（第３節）「行政の健全性の確保」
多様な視点から行財政運営のチェックを行い、行政の健全性と正確性の確保に努めま
す。

基本構想（案）の提案 基本目標と政策


